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不整脈センター

センター長　　里見　和浩
副センター長　矢崎　義直

医師数　常勤　7 名
臨床検査技師　１名
臨床工学技師　 2 名

　近年、不整脈診断・治療技術の発展により多くの不整
脈治療が可能となってきました。
　当院では、2017 年に不整脈センターを開設し、最先
端の治療技術を取り入れ、安全性を重視したクオリティ
の高い不整脈治療を行なってきました。不整脈治療専用
カテーテル検査室を配置、医療スタッフも増員し、ます
ます不整脈治療を発展させております。今後も、さらな
る最新治療の導入、実地医療の先生がたとのより密接な
医療連携を図ってまいります。

我々は最新の技術と積み重ねた経験を駆使し、日本で
可能な全ての不整脈の治療を行っています。不整脈の根
治的治療であるカテーテルアブレーションは精力的に行
っています。（図１）。複雑な不整脈のメカニズムを解析
する３次元マッピング装置は、国内で認可されている３
つのシステム（CARTO、Ensite、Rhythmia）の最新機
種を有しています。安全性を高め、治療効果を上げるこ
とが可能なコンタクトフォースセンサー付きの高周波カ
テーテルを使用し、合併症の軽減に努めております。心
房細動アブレーションの手技時間を短縮し、高周波エネ
ルギーと同等の効果を上げているバルーンアブレーショ
ンは持続性心房細動への適応が広がりました。2024 年に
は新たなエネルギーであり、安全性が高く治療時間の短
いパルスフィールドアブレーションを導入予定です。
　新たな心臓植え込み型デバイスである、心房同期型リ
ードレスペースメーカ、完全皮下植込み型除細動器など、
多くの高度な最新治療を他施設に先駆けて行ってまいり
ました。失神、潜因性脳梗塞の原因精査に用いられる植
込み型ループレコーダーの植込み件数は全国的にも有数
の施設です。心房細動患者さんの心原性塞栓症の予防の
ための新たなデバイス、経皮的左心耳閉鎖術も可能にな
っております。
　国内外からも高い技術と安全性が評価され、国内３施
設のみであるアジア不整脈学会認定の教育施設として認
定されています。
　これからも安全かつ確実な不整脈治療を患者様に提供
できるよう努力してまいりますので、今後ともぜひよろ
しくお願いいたします。

●スタッフ（2022 年10月1日現在）

●当センターの特徴

図１.	2012年からの手術件数の推移

図２.	三次元マッピング装置による
　　		複雑な心房頻拍のマッピング

近年の手術件数の推移

2021 20222012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 20202019
0

100

200

300

400

500

600

EPS・ablation 植込型心電計 ペースメーカ ICD・SICD CRT

371
406

424
386

277
224

401

241

256
322

107

70
20

20

10

17
30

15

94

96
16

106
133

78 67
25

167
207

104

75
15

22

267 258

66

39
71

32

10
11

21
621 20

18

33
28

59 82

280 2779

9 19

17

1715

234

6
6

11

376

491

210

2022年度 病院年報より

グループ




